
議案第１号 

   条例案に対する意見について 

 

  令和４年11月24日提出  岩手県人事委員会 委員長  渡辺 正和 

 

第１ 趣旨 

   令和４年12月岩手県議会定例会に提出された次に掲げる条例案について、

岩手県議会から地方公務員法第５条第２項の規定に基づき意見を求められ

たので、別紙のとおり回答しようとするものである。 

 

第２ 意見を求められた条例案 

  (１) 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例（議

案第７号） 

  (２) 一般職の任期付研究員の採用等に関する条例の一部を改正する条例

（議案第８号） 

  (３) 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（議案第９号） 

  (４) 会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例（議案

第10号） 

  (５) 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例（議案第11号） 

  (６) 市町村立学校職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例（議案

第15号） 
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人 委 職 第 192号  

令和４年11月28日  

 

 岩手県議会議長 五日市 王 様 

 

岩手県人事委員会          

委員長 渡辺 正和       

 

 

   条例案に対する意見について（回答） 

 令和４年11月24日付け議第196号により意見を求められた下記条例案については、

適当なものと認められます。 

記 

議案第７号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 

議案第８号 一般職の任期付研究員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 

議案第９号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

議案第10号 会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 

議案第11号 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 

議案第15号 市町村立学校職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 
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１ 

 

県議会12月定例会に提案される条例案に対する意見について  

１ 検討の趣旨                                  

県議会令和４年12月定例会に提案された条例案について、県議会から地方公務員法第５条第２項に基

づき意見を求められる予定であることから、検討を行うものであること。 

  

〔議会日程（予定）〕 

 ・ 11月24日（木） 意見照会 

 ・ 11月25日（金） 招集 

 ・ 12月６日（火） 常任委員会 

 ・ 12月８日（木） 本会議採決 

 

２ 意見を要する条例案                                

 

議案番号 条 例 名 

第７号  一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 

第８号  一般職の任期付研究員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 

第９号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

第10号 会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 

第11号 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 

第15号 市町村立学校職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 

 

３ 条例案の検証結果                               

 

№ 条例名 改正の趣旨 検証結果 検討資料 

１ 

一般職の任期付職員の採用等に

関する条例の一部を改正する条

例 

特定任期付職員の給料月額及び期末

手当の支給割合を改定【勧告】 

 3.25月→3.30月 

適当 別紙１ 

２ 

一般職の任期付研究員の採用等

に関する条例の一部を改正する

条例 

任期付研究員の給料月額及び期末手

当の支給割合を改定【勧告】 

 3.25月→3.30月 

適当 別紙２ 

３ 
一般職の職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例 

一般職の職員の給料月額、通勤手当

の支給限度額及び勤勉手当の支給割

合を改定【勧告】 

例：一般職員 1.85月→1.95月 

適当 別紙３ 

４ 
会計年度任用職員の給与等に関

する条例の一部を改正する条例 

会計年度任用職員の期末手当の支給

割合を改定 

 2.45月→2.55月 

適当 別紙４ 
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２ 

 

５ 
職員の退職手当に関する条例の

一部を改正する条例 

職員とみなして退職手当を支給する

者の要件を改めるとともに、併せて

所要の整備をしようとするもの 

適当 別紙５ 

６ 
市町村立学校職員の給与等に関

する条例の一部を改正する条例 

市町村立学校職員の給料月額、通勤

手当の支給限度額及び勤勉手当の支

給割合を改定【勧告】 

例：一般職員 1.85月→1.95月 

適当 別紙６ 

 

４ 条例案意見（事務局案）                            

意見を求められた条例案につきましては、適当なものと認められます。 

 

 【参考】 

 

 

○地方公務員法（昭和25年法律第261号） 

（人事委員会及び公平委員会並びに職員に関する条例の制定）  

第５条 地方公共団体は、法律に特別の定がある場合を除く外、この法律に定める根本基準に従い、

条例で、人事委員会又は公平委員会の設置、職員に適用される基準の実施その他職員に関する事項

について必要な規定を定めるものとする。但し、その条例は、この法律の精神に反するものであつ

てはならない。  

２ 第７条第１項又は第２項の規定により人事委員会を置く地方公共団体においては、前項の条例を

制定し、又は改廃しようとするときは、当該地方公共団体の議会において、人事委員会の意見を聞

かなければならない。 
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一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例（議案第７号） 

１ 条例案の内容                                         

 (１) 条例改正の趣旨 

    人事委員会勧告に鑑み、特定任期付職員の給料月額及び期末手当の支給割合を改定しようとするも

の。 

 

(２) 条例改正の内容 

ア 特定任期付職員の給料月額を引き上げること。（第７条関係） 

イ 期末手当の支給割合を次のとおり改定すること。（第９条関係） 

令和４年度 
令和５年度 

改正前 改正後 

６月 12月 合計 ６月 12月 合計 ６月 12月 合計 

1.625 1.625 3.25 1.625 1.675 3.30 1.65 1.65 3.30 

 

(３) 施行期日（附則関係） 

この条例は、公布の日から施行すること。ただし、令和５年度実施分は令和５年４月１日から施行す

ること。 

 

２ 条例案意見（事務局案）                                     

適当なものと認められる。 

  【理由】 

  ・ 人事委員会勧告のとおり実施するものであること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：職員の給与等に関する報告及び勧告（令和４年 10 月）】 

令和４年度 令和５年度 

12月 ６月 12月 合計 

1.675 1.65 1.65 3.30 

 

別紙１ 
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一般職の任期付研究員の採用等に関する条例の一部を改正する条例（議案第８号） 

１ 条例案の内容                                         

(１) 条例改正の趣旨 

    人事委員会勧告に鑑み、任期付研究員の給料月額及び期末手当の支給割合を改定しようとするもの。 

 

(２) 条例改正の内容 

ア 任期付研究員の給料月額を引き上げること。（第５条関係） 

イ 期末手当の支給割合を次のとおり改定すること。（第６条関係） 

令和４年度 
令和５年度 

改正前 改正後 

６月 12月 合計 ６月 12月 合計 ６月 12月 合計 

1.625 1.625 3.25 1.625 1.675 3.30 1.65 1.65 3.30 

 

(３) 施行期日（附則関係） 

この条例は、公布の日から施行すること。ただし、令和５年度実施分は令和５年４月１日から施行す

ること。 

 

２ 条例案意見（事務局案）                                     

適当なものと認められる。 

  【理由】 

  ・ 人事委員会勧告のとおり実施するものであること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：職員の給与等に関する報告及び勧告（令和４年 10 月）】 

令和４年度 令和５年度 

12月 ６月 12月 合計 

1.675 1.65 1.65 3.30 

 

別紙２ 
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一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（議案第９号） 

１ 条例案の内容                                         

(１) 条例改正の趣旨 

    人事委員会勧告に鑑み、一般職の職員の給料月額、通勤手当の支給限度額及び勤勉手当の支給割合を

改定しようとするもの。 

 

(２) 条例改正の内容 

 ア 給料表の改定（別表第１～別表第５関係） 

給料表の改定（初任給及び若年層を重点においた引上げ）を行うこと。 

イ 諸手当の改定 

(ア) 通勤手当の改定（第 29条関係） 

交通用具使用者に係る通勤手当の支給限度額を月額 49,300 円から 51,500 円に引き上げること。 

(イ) 勤勉手当の改定（第 39関係） 

勤勉手当の支給割合を次のとおり改定すること。 

 令和４年度 
令和５年度 

改正前 改正後 

６月 12月 合計 ６月 12月 合計 ６月 12月 合計 

一般の職員 0.925 0.925 1.85 0.925 1.025 1.95 0.975 0.975 1.95 

特定幹部職員 1.125 1.125 2.25 1.125 1.225 2.35 1.175 1.175 2.35 

再 任
用 職
員 

一般の
職員 

0.45 0.45 0.90 0.45 0.50 0.95 0.475 0.475 0.95 

特定幹
部職員 

0.55 0.55 1.10 0.55 0.60 1.15 0.575 0.575 1.15 

  

(３) 施行期日（附則関係） 

  ア 施行期日（附則第１項関係） 

この条例は公布の日から施行すること。ただし、（ア）は令和５年１月１日から、（イ）のうち令和５

年度実施分は令和５年４月１日から施行すること。 

  イ 遡及適用（附則第２項関係） 

（２）アは令和４年４月１日、（イ）のうち令和４年 12月実施分は同月１日から適用すること。 

  ウ 適用日前の異動者の号給の調整（附則第３項関係） 

給料表の引上げ改定により昇格時の対応号給が変わる場合に、人事委員会の定めるところにより必要

な調整を行うことができるようにすること。 

  エ 給与の内払（附則第４項関係） 

改正後の条例の規定を適用する場合においては、改正前の条例の規定に基づいて支給された給与は、

改正後の条例の規定による給与の内払とみなすこと。 

  オ 県人事委員会規則への委任（附則第５項関係） 

この条例の施行に関し必要な事項は、人事委員会規則で定めること。 

  カ 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（附則第６項関係） 

（２）アに伴い、一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（令和４年岩手県条例第

35 号）第１条中一般職の職員の給与に関する条例別表第５アの表の改正規定を改めること。 

 

別紙３ 
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２ 条例案意見（事務局案）                                    

適当なものと認められる。 

  【理由】 

  ・ 給料表、通勤手当、勤勉手当について、人事委員会勧告を完全実施するものであること。 

 

【参考：職員の給与等に関する報告及び勧告（令和４年 10 月）】 

 令和４年度 令和５年度 

12月 ６月 12月 合計 

一般の職員 1.025 0.975 0.975 1.95 

特定幹部職員 1.225 1.175 1.175 2.35 

再任用職員 
一般の職員 0.500 0.475 0.475 0.95 

特定幹部職員 0.600 0.575 0.575 1.15 
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会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例（議案第10号） 

１ 条例案の内容                                         

(１) 条例改正の趣旨 

    諸般の事情に鑑み、会計年度任用職員の期末手当の支給割合を改定しようとするもの。 

 

(２) 条例改正の内容 

期末手当の支給割合を次のとおり改定すること。（第20条関係） 

令和４年度 令和５年度 

６月 12月 合計 ６月 12月 合計 

1.225 1.225 2.45 1.275 1.275 2.55 

 

(３) 施行期日（附則関係） 

令和５年４月１日 

 

２ 条例案意見（事務局案）                                     

適当なものと認められる。 

  【理由】 

  ・ 人事委員会勧告の内容を踏まえ、他の一般職の職員との均衡を考慮して対応しようとするものであ

ること。 

  ・ 実施時期については、他の一般職の職員とは異なることとなるが、すでに交付した勤務条件通知書

において支給割合を明示していることなどを考慮しつつ、できるだけ早期に均衡を図ろうとする内容

であり、合理性が認められること。 

 

【参考：職員の給与等に関する報告及び勧告（令和４年 10 月）】 

５ 給与制度の改正等 

（会計年度任用職員の期末手当） 

前述のとおり、本委員会は、本年の期末手当及び勤勉手当について、職員の支給月数を 0.10 月分引

き上げ、その全てを勤勉手当に配分することとしたところであるが、会計年度任用職員には勤勉手当が

支給されていないことから、職員との均衡を考慮しつつ、会計年度任用職員の期末手当の支給月数につ

いて検討する必要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙４ 
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職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例（議案第11号） 

１ 条例案の内容                                         

(１) 条例改正の趣旨 

    職員とみなして退職手当を支給する者の要件を改めるとともに、併せて所要の整備をしようとする

もの。 

 

(２) 条例改正の内容 

ア 職員とみなして退職手当を支給する者の要件を改めること。（第１条の２関係） 

職員について定められている勤務時間以上勤務した日（以下「勤務日数」という。）が 18 日以上ある

月が引き続いて 12月を超えるに至った者（第２号（＝フルタイム）会計年度任用職員に限る。）につい

ても、職員とみなして条例の規定を適用することとしている。 

上記基準の「18 日」について、月によっては勤務する日数との差が小さい又は差が生じない状況に

あることから、そのような月については「18 日」の要件を緩和することとし、休日を除いた月の総日数

により基準となる日数が変動することとなるため、基準となる日数は規則に定めることとするもの。 

【規則で定める基準の日数】 

Ａ 休日の日数を除いた１月間の日数が 20 日以上の場合 18 日 従前どおり 

Ｂ 休日の日数を除いた１月間の日数が 20日未満の場合 18 日から 20 日と 20日に満たない日数との

差に相当する日数を減じた日数 追加 

 

イ その他所要の整備をすること。（第７条の２、第 10条関係） 

職員とみなして職員の退職手当及び失業者の退職手当を支給する際の算定の基礎となる勤続期間等

の基準となる勤務日数についても、（１）と同様に規則で定めることとする。 

 

(３) 施行期日（附則関係） 

ア 施行期日（附則第１項関係） 

この条例は、令和５年１月１日から施行する。 

イ 職員の退職手当に関する条例の一部改正に伴う経過措置（附則第２項関係） 

今回の改正については、この条例の施行の日以後の期間に係る退職手当の支給の基礎となる勤続期間

の計算について適用する。 

ウ 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の一

部改正（附則第３項関係） 

今回の改正により、平成 31 年改正附則第２項の文言の整理が必要となることから、所要の整備を行

うこととする。 

エ 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の一

部改正に伴う経過措置（附則第４項関係） 

ウの改正については、この条例の施行の日以後の期間に係る退職手当の支給の基礎となる勤続期間の

計算について適用する。 

 

 

 

 

別紙５ 
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２ 条例案意見（事務局案）                                     

適当なものと認められる。 

  【理由】 

今回の改正は、国における取扱いの見直しに準じて改正するものであり、本条例はこれまでも国準拠

で改正を行っているものであること。 
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市町村立学校職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例（議案第15号） 

１ 条例案の内容                                         

(１) 条例改正の趣旨 

    人事委員会勧告に鑑み、市町村立学校職員の給料月額、通勤手当の支給限度額及び勤勉手当の支給割

合を改定しようとするもの。 

 

(２) 条例改正の内容 

ア 給料表の改定（別表第１～別表第３関係） 

給料表の改定（初任給及び若年層を重点においた引上げ）を行うこと。 

イ 諸手当の改定 

(ア) 通勤手当の改定（第 24条関係） 

交通用具使用者に係る通勤手当の支給限度額を月額 49,300 円から 51,500 円に引き上げること。 

(イ) 勤勉手当の改定（第 30条関係） 

期末手当の支給割合を次のとおり改定すること。（第 30条関係） 

 令和４年度 
令和５年度 

改正前 改正後 

６月 12月 合計 ６月 12月 合計 ６月 12月 合計 

一般の職員 0.925 0.925 1.85 0.925 1.025 1.95 0.975 0.975 1.95 

再任用職員 0.45 0.45 0.90 0.45 0.50 0.95 0.475 0.475 0.95 

(４) 施行期日（附則関係） 

  ア 施行期日（附則第１項関係） 

この条例は公布の日から施行すること。ただし、（ア）は令和５年１月１日から、（イ）のうち令和５

年度実施分は令和５年４月１日から施行すること。 

  イ 遡及適用（附則第２項関係） 

（２）アは令和４年４月１日、（イ）のうち令和４年12月実施分は同月１日から適用すること。 

  ウ 適用日前の異動者の号給の調整（附則第３項関係） 

給料表の引上げ改定により昇格時の対応号給が変わる場合に、人事委員会の定めるところにより必要

な調整を行うことができるようにすること。 

  エ 給与の内払（附則第４項関係） 

改正後の条例の規定を適用する場合においては、改正前の条例の規定に基づいて支給された給与は、

改正後の条例の規定による給与の内払とみなすこと。 

  オ 県人事委員会規則への委任（附則第５項関係） 

この条例の施行に関し必要な事項は、人事委員会規則で定めること。 
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２ 条例案意見（事務局案）                                     

適当なものと認められる。 

  【理由】 

  ・ 人事委員会勧告のとおり実施するものであること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：職員の給与等に関する報告及び勧告（令和４年 10 月）】 

 令和４年度 令和５年度 

12月 ６月 12月 合計 

一般の職員 1.025 0.975 0.975 1.950 

再任用職員 0.500 0.475 0.475 0.950 
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